
　　・962年ローマで教皇ヨハネス12世から「(　　　　　　)25皇帝」の位を得る	

　　・歴代のドイツ(東フランク)王がその地位を兼ねる→「神聖ローマ帝国」(962~1806)	

!
4,ノルマン人の活動  	

・(　　　　　　)26人---ゲルマン族のひとつ。デンマークとスカンジナビア半島に居住。	

　┏海上活動・略奪　⇒「[　　　　　　　　]27=「入り江の人」」	

　┣北海、バルト海、ヨーロッパ河川に商業圏形成	

　┗9世紀、(　　　　　　　)28・デンマーク・スゥェーデンの北欧三国建国。	

　　　　→アイスランド、グリーンランド、10世紀末北(　　　　　　　)29大陸にも到達	

　ヨーロッパ各地に進出	

　┏ロロ(860~933)の一派→10世紀北フランスに(　　　　　　　　)30公国建国	

　┣デーン人の王子カヌート(クヌート)(位1016~35)、(　　　　　　　)31に侵入	

　　→1016年アングロ・サクソンのアルフレッド大王(位871~99)のイングランドを征服	

　　→イングランド、ノルウェー、スウェーデン、デンマークにまたがる(　 　　　　　)32帝国(~1042)	

　┣(　　　　　　　)33公ウィリアム(1027~87),イングランドに侵入	

　　→1066年ヘイスティングズの戦い⇒ウィリアム征服王(1066~87)⇒(  　　　          )34朝(~1154)	


　　　地中海、イタリアへ→11世紀、ナポリ、やがて(　　　　　　)35島を占領。	

　　　ルッジェーロ2世(位1130~54)、両(　　　 　　)36王国(1130~1282)建国。	

　┗(　　　　　　)37族→リューリック(~879)によりロシアに侵入→(　　　　　　)38の基礎。	

　　　ノヴゴロド国(862頃~1478)、キエフ公国(882~1240)を建国。先住スラブ人と同化	

　　→988年(      　　    　      )391世(位980~1015)ギリシャ正教を国教とする。　　　　	


1,ゲルマン人の移動	

　　(　　　　　　)1人---バルト海沿岸に居住→南下→ケルト人を圧迫。B.C.1世紀ローマと接触。	

375年 (　　　　　)2族=アジア系遊牧民が黒海北方から西進⇨東ゴートを服属させ，西ゴートを圧迫　　	

　　　→376年西ゴートはローマ領内へ	

　┏西ゴート---アラリック王、一時ローマを占領→(　　　　　　)3半島で建国(415~711)	

┣ヴァンダル---イベリア半島から北(　　　　　　)4へ　 ブルグンド---フランス東南部へ　	


　┗アングル・サクソン・ジュート---5世紀前半(　　　　　　　)5へ。ケルト人を征服⇨「7王国」　　　	

　フン族---(　　　　　　　)6王(位433~453)の大帝国　中心地パンノニア平原=ドナウ川中流域	

　　　　→451年カタラウヌム(北フランス)の戦いで西ローマ，西ゴート連合軍に破れる。	

476年　西ローマ、傭兵隊長オドアケルにより滅亡。	

　┏(　　　　　　　)7→北イタリアへ侵入(568~)　東ゴート→(　　　　　　)8を支配(493~)	


　┗(　　　　　　　)9→ライン右岸から左岸、ローマ辺境へ拡大。ローマ貴族を取り込む。　	

6世紀　ビザンツ帝国---ヴァンダル(534)、東ゴート(555)を征服。	

2,フランク王国	

481年メロヴィング家のクローヴィス(位481~511)によって統一→(　　　　 　　　)10朝(481~751)	

　　　   正統のアタナシウス派に改宗(496)→ローマ教会とのつながり　	

・宮宰カール・マルテル┏(　　　　　　)11朝軍をトゥール・ポアティエ間の戦いで破る（732）　　　　    　　　　　　　　　　   　	

　　  　(689~741)　　　┗職業重装騎士団を創設→教会領を没収して騎士に貸与。	

・その子[　　　　　　]12 3世位751~768⇒751年、メロヴィング家に代わって王となる。	

　　　→(　　　　　　　　)13朝(751~987)	

　　　　ランゴバルド軍を破りイタリア中北部を征服(754・756)。	

　　　　ラヴェンナをローマ教皇に寄進⇨ローマ(　　　　　　)14の起源	

・その子[　　　　　　]15大帝=シャルルマーニュ1世(在位768～814)	

　　　　　ランゴバルト王国(774)、イベリア北部を併合	

　　　　　ドイツのババリア・ザクセン(サクソニア)を併合→ドナウ川まで。	

　　　┏国を州に分割→有力な貴族を(　　　　　)16に任命→行政・裁判権を付与	

　　　┣巡察使を派遣して監督	

　　　┗アルクィンらを招き法律の整備、学芸の復興に努める⇨「カロリング(　　　　　　        )17」	

     →800年、教皇レオ3世(位795~816)から「(　　　　　)18皇帝」の帝冠を受ける。	

843年　(　　　　　　)19条約(および870年メルセン条約)---フランク王国を3つに分割。	

　　　⇒　　[東フランク　・　西フランク　・　ロタール領]	


　　　→後の　　ドイツ　　　　　フランス　　　    　イタリア	

西フランク---10世紀末カロリング断絶	

　　　　　　→パリ伯ユーグ・カペー(位987~996)、(　　　　　　)20朝(~1328)開く	

イタリア---┏ローマ教皇庁が存在　 文化的伝統を保つ	

　　　 　   ┣北部---ランゴバルドの諸侯や都市が独立　	

　　　　　┗中部---マジャール人　　南部(         　　　   )21島---イスラムが進出	

3,東フランク王国	

10世紀初めカロリング断絶→大諸候が国王を選出  	

　・ザクセン朝2代（　　　　 　　)22 1世(位936～973)	

　　・王領を教会領として寄進→司教、修道院長の(　　　　　)23権⇒帝国教会政策	

　　・955年(        　　　　      )24の戦い→(アジア系?)騎馬民族マジャール人を破る。	

　　　ポーランド、ボヘミアを併合。デンマークも併合→ヨーロッパ最大版図	

!

・伯　・北海　・任命　・フン　・ルス　・教皇領　・ローマ(2)　・ロシア　・カペー　・フィン　・オットー　	

・ノルマン　・ウマイヤ　・アフリカ　・イタリア　・イベリア　・アメリカ　・フランク　・シチリア(3)　・ゲルマン　	

・ノルウェー　・ヴェルダン　・アッティラ　・ブリタニア(2)　・カロリング　・メロヴィング　・ランゴバルド　	

・ウラディミル　・ノルマンディー(2)　・ルネッサンス　・レッヒフェルト

クローヴィス

カール大帝トゥール・ポアティエ間の戦い ノルマン人の活動

フランク王国

世界史B　 4 西ヨーロッパの成立　　　　　 

アッティラ


